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実践報告

１．研 究 組 織（グループ）
　筑波大学附属視覚特別支援学校の教員で構成する盲ろ
う教育研究グループ

２．連 携 機 関
　附属聴覚支援学校高等部普通科および寄宿舎
　国立特別支援教育総合研究所

３．研 究 目 的
　本研究対象の盲ろう生徒は、小学部５年より高等部３
年にいたるまで、視覚特別支援学校において教科教育を
中心とした教育を受けてきた。しかし、情報の入手に絶
対的なハンディを持つことから、学習の修得度は通常の
生徒と比べ１～２年程度の遅れがあると思われる。その
ため、就学期間を延長させて引き続き指導を継続するこ
とを予定している。学力をはじめとした盲ろう生徒の発
達評価は各教科教員の経験則に基づきながら判断できる
が、今後大学進学などを目指す上では、生活適応力に関
する評価なども適切に行い、在学期間にその評価を反映
させたカリキュラムを作成・実践する必要がある。よっ
て、本研究は、盲ろう生徒の大学進学に伴う移行期支援
の一つとして、「社会（適応）力」を中心としたアセス
メントの方法を検討し、その評価をもとに不足する各種
能力を補完するカリキュラムを編成・実施することを目
的とする。そもそも知的に問題のない盲ろう重複障害児
者は希少であり、カリキュラムや指導方法は未だ開発途
中であることから、本研究の成果がこれから出現するで
あろう盲ろう児者の教育に益する部分が多いものと考え

た。

４．研 究 方 法
　過去７年間の視覚特別支援学校における指導記録に残
されている、当該生徒の作成した文章などをもとに、文
章作成力、表現力、判断力などを分析し、既存の検査法
による評価結果との比較を行う。視覚特別支援学校寄宿
舎での生活面での観察や聴覚特別支援学校寄宿舎での体
験入舎などを通じて、他者とのコミュニケーション能
力、身辺処理・ADL などの生活面での能力評価も併せ
て行い、それぞれの評価結果から判明した不足能力を重
点的に指導できるようなカリキュラムを開発する。併せ
て、指導法の工夫を通じて、大学での学習や生活に耐え
うる総合的な能力の向上を期する。

５．内　　　容
⑴　カリキュラム策定に向けた評価
　盲ろう生徒の望ましい修業年限やカリキュラムのあり
方を考えるために、以下の項目ごとの評価を実施した。
　・ 高等部普通科３年時後期中間までの指導内容（指導

計画の進捗状況）
　・これまでの指導内容の定着度・理解度
　・ 現在の学力評価（実際にはどの程度の学年相当なの

か）
　・現在の本人の課題（取りこぼしている内容）
　・ 進路適性（本人は福祉系の大学進学を希望している

が）
　・今後の進路を決めるに当たっての課題
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⑵　聾学校体験を通しての評価
　本校に在籍する盲ろう生徒の発達評価を聴覚障害教育
の観点で実施した。聾学校での授業や寄宿舎生活の体験
を通じ、聴覚障害を持つ生徒や教員の視点で、本ケース
の表現力（手話技能や語彙）・理解力・学力・社会性・
情緒（感情表出力）・生活自立度・初期の人間関係形成
力や調整力・聴覚活用の可能性などの評価を受けた。ま
た、その結果に基づき、今後のカリキュラム策定や進路
指導の参考とした。
⑶　進路開拓等に向けた評価
　研究チームの手作りによる一般教養テストや市販の各
種テストバッテリーなどを使用し、本人の職業適性など
の評価を行い、今後の進路開拓の参考とした。ただし、
市販のテストのうち、画像などを多用するものは点訳化
してもそのまま検査が実施できないことが判明し、複数
の検査にアレンジを加えたり、実施を見送ったものもあ

る。以下が、実際に実施した検査ツールである。
　・TK 式読み能力診断テスト
　・Ｓ－Ａ創造性検査
　・標準読書力診断テスト
　・YG 性格検査
　・厚生労働省編　一般職業適性検査

６．成　　　果
　上記のとおり、各種検査や評価を実施した結果、対象
の盲ろう生徒が不足する学力や能力を補うことのでき
る、最終在学年度のカリキュラムとして、下図のような
構成を考えた。この構成は、教科学習の補完的指導、盲
ろう故に不足している生活力の向上という、二つの目的
を両立させ得るものと考えている。
　また、このカリキュラムのもとに、比較的「ゆとり」
のある時間割を組むことで、空き時間に十分な進路指導
（開拓を含む）を行うことも意図している。

　また、本研究の結果、対象の盲ろう生徒の修業年限を
１年延長することとした。他の障害種の特別支援学校の
現状や関連教育法等の原則に照らし合わせると、この判
断はきわめて希有なものであるため、修業期間の延長理
由を「盲ろう児童・生徒のカリキュラムの開発と指導法
等の研究」として位置づけた。しかし、このことは、準
ずる教育を受けることのできる盲ろう児童・生徒の今後

の修業期間を考える上では、貴重な前例になると思われ
る。
　本連携研究は、平成 21 年度に実施されてものであ
り、研究対象であった生徒は、先天性盲ろう者として我
が国で初めて大学に進学し、社会福祉士の資格取得を目
指し、福祉系の大学で学習に励んでいる。


